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●ライラック 
・リラ 

・ムラサキハシドイ 

　晩春の頃多数の紫色の小花を穂状に集めて咲くモクセ
イ科の植物です。和名ではムラサキハシドイ、英名でラ
イラック、仏名でリラと呼ばれています。木俣修の歌に「リ
ラの花卓のうへに匂うさえ五月はかなし汝に会はずして」
とありますが、香りのよい花です。たそがれの頃どこか
らともなく風に吹かれてくるライラックの香りは詩情的
です。 
　ヨーロッパ東部が原産で日本には明治中期に渡来しま
した。 
　日あたりと水はけの良い土地に適しますが、寒さには
強く信州や東北・北海道に多く、白や桃・八重咲種もあ
ります。 
『蝶来ると見ればいつしかリラ咲けり』　秋桜子 

　今月の表紙は、丸子中央小学校に入学した新1年生の集団下
校のひとコマです。入学式の翌日に初めてみんなで下校する子
どもたちが先生に連れられ、仲良く手をつないで帰っていきま
した。 
　町内では、4月の2日から4日にかけて幼稚園・保育園、中学
校、小学校でそれぞれ入学式がありました。今年は3月から続
いた温暖な陽気のため、例年よりも早く4月の上旬に桜がほぼ
満開を迎え、信州では珍しい、桜が舞う中での入学式となりま
した。 

●一緒に帰ろう！ 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 
●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 
●ｉモード用ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp/i 
●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 
●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,300（＋17） 

女…………12,992  （＋1） 

総数………25,292（＋18） 

世帯数……・・8,873（＋37） 

　　　　　　 4月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載した写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線24882

つくえ な 

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 
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５
月
２
日
以
降
、
用
途
地
域
内
で
建
物

を
新
築
又
は
増
改
築
す
る
と
き
に
か
か
る

制
限
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

ア  

建
築
物
の
用
途(

種
類)

の
制
限 

　
用
途
の
違
う
建
物
が
入
り
交
じ
ら
な
い

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、
将

来
に
わ
た
っ
て
地
域
を
秩
序
立
て
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
誘
導
し
て
い
こ
う
と
す

る
制
限
で
す
。 

イ  

建
築
物
の
形
態
に
関
す
る
制
限 

　
・
建
ぺ
い
率
、
容
積
率 

　
建
物
の
大
き
さ
や
地
域
の
環
境
を
保
つ

た
め
の
制
限
で
す
（
下
記
図
面
参
照
）。

各
用
途
地
域
に
定
め
ら
れ
た
範
囲
内
か
ど

う
か
は
、
建
物
を
建
て
る
申
請
手
続
き
の

と
き
に
確
認
さ
れ
ま
す
。 

ウ  

そ
の
他
の
制
限 

　
そ
の
他
の
制
限
と
し
て
斜
線
制
限
、
日

影
制
限
、
高
さ
制
限
（
第
一
種
低
層
住
居

専
用
地
域
の
み
）
等
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、建
築
基
準
法
22
条
の
指
定
区
域（
屋

根
を
不
燃
材
料
で
造
る
か
ま
た
は
ふ
く
こ

と
を
義
務
付
け
た
区
域
）は
、こ
れ
ま
で
と

同
じ
く
大
字
上
丸
子
、中
丸
子
、下
丸
子
、

腰
越（
字
深
山
除
く
）に
か
か
り
ま
す
。 

   

　
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
建
ぺ
い
率
（
７
０

％
）、容
積
率
（
４
０
０
％
）
等
の
制
限
が

か
か
り
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
制
限
は
都
市
計
画
法

等
に
よ
り
、
内
容
が
変
更
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。 

 

　
現
在
あ
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
用
途

地
域
の
指
定
に
伴
う
制
限
に
適
合
し
て

い
な
く
て
も
、
特
に
差
し
支
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
指

定
さ
れ
た
用
途
地
域
の
建
ぺ
い
率
や
容

積
率
の
限
度
内
で
あ
れ
ば
、
適
合
し
な

い
部
分
に
つ
い
て
、
用
途
地
域
が
指
定

さ
れ
た
時
を
基
準
に
し
て
、
1.2
倍
未
満

の
増
改
築
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

    

　
相
続
税
及
び
贈
与
税
に
お
け
る
財
産
の

評
価
は
、
国
の
財
産
評
価
基
準
に
よ
り
行

い
ま
す
が
、
用
途
地
域
指
定
区
域
内
の
農

地
等
は
近
傍
の
宅
地
価
格
を
基
に
評
価
す

る
「
宅
地
比
準
方
式
」
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
用
途
地
域
指
定
区
域
内
に

あ
る
農
地
で
引
き
続
き
農
業
を
行
う
場
合
は
、

税
務
署
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
「
宅
地

比
準
方
式
」
の
適
用
が
猶
予
さ
れ
る
場
合

等
が
あ
り
ま
す
。
（
上
田
税
務
署
ま
た
は

（例） 敷地面積　300� 
1階、2階の床面積がそれぞれ100�（延べ床面積200�） 
建築面積　110� 

・建ぺい率とは…建築面積の敷地面積に対する割合 

・容積率とは……延床面積の敷地面積に対する割合 
建ぺい率＝110÷300×100＝36％ 
容 積 率＝200÷300×100＝66％ 

300� 

100� 

用
途
地
域
指
定
区
域
内
に
あ
る 

農
地
の
相
続
税
及
び
贈
与
税 

(

国
税)

に
つ
い
て
の
注
意
事
項 

す
で
に
あ
る
建
物
の 

　
　
　
　
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

用
途
地
域
指
定
の
縦
覧
に
つ
い
て 

１  

用
途
地
域
指
定
の
縦
覧
場
所 

　
　
　
丸
子
町
役
場
（
２
階
） 

　
　
　
都
市
整
備
課 

都
市
計
画
係 

２  

縦
覧
開
始
日
（
公
示
日
５
月
２
日
） 

　
　
　
平
成
14
年
５
月
２
日
か
ら 

　 

縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
　
　

　
　
　
　
　      

午
後
５
時
15
分
ま
で 

な
お
、
土
、
日
曜
日
及
び
祝
日
は
、

縦
覧
し
ま
せ
ん
。 

３  

縦
覧
書
類 

　
　
�
用
途
地
域
指
定
関
係
図
面 

　
　
�
関
係
文
書 

問
い
合
わ
せ
先 

　
丸
子
町
役
場  

都
市
整
備
課  

都
市
計
画
係 

　
　
　
　
　
電
話  

４
２
‐
１
０
３
４ 

　
　
　
　
　
有
線  

２
４
５
６
２ 

　 

  

　
用
途
地
域
指
定
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
「
快
適
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
」
「
災
害
に
強
い
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
都
市
機
能
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

　
こ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民

の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
昨

年
８
月
下
旬
か
ら
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

そ
の
後
も
公
聴
会
や
案
の
公
告
・
縦
覧
を

行
い
な
が
ら
、
指
定
の
手
続
き
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。 

 

　
そ
し
て
こ
の
た
び
、
４
月
15
日
に
開

催
し
ま
し
た
都
市
計
画
審
議
会
に
お
い
て
、

用
途
地
域
指
定
の
内
容
が
了
承
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
町
で
は
５
月
２
日

に
用
途
地
域
指
定
を
都
市
計
画
決
定
す
る

た
め
の
告
示
を
行
い
ま
す
。 

 

　
告
示
後
、
用
途
地
域
内
に
お
い
て
建

物
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
す
る
と
き
、
建

物
の
使
い
方
や
大
き
さ
、
形
等
に
つ
い
て

制
限
が
か
か
り
ま
す
。 

 

　
な
お
、
用
途
地
域
の
区
域
を
示
し
た

図
面
及
び
詳
し
い
制
限
の
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
用
途
地
域
内
の
皆
様
に
後
日
お

配
り
す
る
予
定
で
す
。 

 

　
用
途
地
域
指
定
後
は
、
町
の
振
興
計

画
や
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び

緑
の
基
本
計
画
等
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

用
途
地
域
で
定
め
た
地
域
区
分
を
考
慮
し

て
、
都
市
計
画
道
路
や
公
園
等
の
、
都
市

施
設
の
整
備
に
向
け
て
検
討
を
進
め
、
新

た
な
「
町
の
都
市
計
画
」
を
推
進
し
て
い

く
方
針
で
す
。 

   

１  

用
途
地
域
指
定
の
区
域 

 

　
依
田
川
右
岸
地
域
、
塩
川
か
ら
長
瀬
、

中
・
下
丸
子
、
上
丸
子
ま
で
の
間 

３
３

３
・
５
ｈａ
 

区　　分 

第一種低層住居専用地域 

第一種中高層住居専用地域 

第二種中高層住居専用地域 

第 一 種 住 居 地 域 

第 二 種 住 居 地 域 

準   住   居   地   域 

近 隣  商  業 地 域 

準   工   業   地   域 

工　 業　 地　 域 

内
　
　
　
訳 

設　定　面　積 

住居系 

30 

5.4 

36 

99 

20 

27 

－ 

－ 

－ 

217.4

商業系 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

19 

－ 

－ 

19

工業系 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

90 

7.1 

97.1

計 

30 

5.4 

36 

99 

20 

27 

19 

90 

7.1 

333.5

 

低層住居に係る良好な住居の環境を保護するため定める地域 

中高層住居に係る良好な住居の環境を保護するため定める地域 

主として中高層住宅に係る良好な住居の環境を保護するため定める地域 

住居の環境を保護するために定める地域 

主として住居の環境を保護するために定める地域 

道路の沿道としての地域の特性にふさわしい業務の利便の増進を図りつつ、これと調和した住居の環境を保護するため定める地域 

近隣の住宅地の住民に対する日用品の供給を行うことを主たる内容とする商業その他の業務の利便を増進するため定める地域 

主として環境の悪化をもたらすおそれのない工業の利便を増進するため定める地域 

主として工業の利便を増進するため定める地域 

目　　　　　的 

２  用途地域の種類及び面積の内訳 

用途地域指定範囲略図 
用途地域指定範囲 

依田川 

内村川 

（単位：ヘクタール） 
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　石井の尾芦　睦夫（81）さんは小諸で歯医者の仕事をしていましたが、62

歳のとき仕事の帰りに倒れてしまいました。その後病院でのリハビリを続けて

きましたが、ベッドから降りるときにバランスをくずして転んでしまい、6年前

からベッドでの生活になりました。右足を脱臼してしまってポータブルトイレ

に座ることができなくなり、視力も現在は低下していてぼやけて見えている状

態です。妻の美子さんは「わたしはお手伝いさんとヘルパーさんとみんなやっ

ているの。夫にどこか施設利用する？と聞くと、“お母さん（美子さん）とな

ら行く”と言うんです。」と笑いながら話してくれました。 

 美子さんは車に睦夫さんを乗せて仕事をしていたこともあります。「わたし

は56歳で運転免許をとったんです。でも運転免許をとっておいてほんとよかっ

た。病院行くにも何するにも夫を連れて自由に行動できますから。わたし自身

じっとしていられない性格なんです。」 

 美子さん自身がどこも痛いところもなく元気に過ごせているから睦夫さんを

介護できるといいます。介護保険のサービスは電動ベッドの貸与と訪問入浴を

利用しています。「訪問入浴のヘルパーさんとは毎回睦夫さんと漫才している

みたいに楽しくお付き合いをいているんです。」　　　　　　　（次回へつづく） 

この記事は保健福祉課介護係で選考し取材させていただいています。 

石井 

尾芦　美子さん 12

 
  
 
  
  
  
 
  
  
  
 
  
  
  
  
 　 

（いいえ） 

（はい） 

（いいえ） 

（はい） 

（いいえ） 

（はい） 

平成13年4月1日以前から65歳以上の方 

平成13年4月2日～平成14年4月1日の 

間に誕生日がきて65歳になられた方 

平成14年4月2日～平成15年4月1日の 

間に誕生日がきて65歳になられる方 

老
齢
基
礎
年
金
が
年
間
18
万
円
以
上 

介護保険についてのご相談・ご意見は、　　丸子町役場 保健福祉課 介護係　� 42-0015　有線 27652

現金又は口座振替のお支払い 

現金又は口座振替のお支払い 
（ただし、H14.10から年金から 
のお支払いです） 

現金又は口座振替のお支払い 

現金又は口座振替のお支払い 
（ただし、H15.10から年金から 
のお支払いです） 

現金又は口座振替のお支払い 

年金からのお支払い 
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 減免の手続き 

　身体や精神に障害がある方で、下の表に該当し軽自動車を所有し、かつ
使用している場合、軽自動車税が減免になります。 
　また、一人暮らしで障害のある方の所有する軽自動車などで、通学・通
院のために常時介護を要する方が運転する軽自動車なども対象になります。 
　なお、療育手帳（A1.A2）および保健福祉手帳1級の交付を受けている方
も対象になります。 

軽自動車税の納税通知が届きました
ら納期限の7日前5月24日（金）まで
に税務課の窓口で手続きをしてくだ
さい。 
  
《手続きに必要なもの》 
 1．軽自動車税の納税通知 
 2．身体障害者手帳・戦傷病者手帳・
　　療育手帳・保健福祉手帳 
 3．運転免許証 
 4．印鑑 
 5．車検証 
 6．18歳未満の障害のある方で、       
　　 家族が所有し運転する軽自動 
        車は、同一生計証明書 
 7．常時介護者が運転する場合、 
        常時介護証明書 
  
 ※6.7については保健福祉課（丸子
ふれあいステーション内）で証明書
の発行をします。 

対象となる方は… 
 　　・身体障害者手帳の「1級」または「2級」の方で、下肢または体幹、視覚の機能障害の方。 
 　　・療育手帳の場合は「Ａ1」または「Ａ2」の方。 
 　　※障害の内容に当てはまる方でも、次の方は該当になりません。 
■軽自動車税や自動車税の減免を受けている方。 
■当該世帯員による平成12年分の所得税の税額が4万2千円を超えている方。 
申請書類は、保健福祉課 福祉係にありますので、対象となる方は申請してください。 

軽自動車税が減免になります。 

※本人が軽自動車を運転しない場合は（　）内の障害に該当する人は、減免の対象になりません。 

障 害 の 区 分 
視   覚   障   害 
聴   覚   障   害 
平衡機能障害 
 
音声機能障害 
 
上肢体不自由 
 
 
下肢体不自由

 
 
 
 
体 幹 不 自 由

 
 
心臓機能障害 
腎臓機能障害 
呼吸器機能障害 
膀胱・直腸・ 
小腸機能障害 
ヒト免疫不全 
ウイルスによる 
免疫機能障害 
乳幼児期以前 
の非進行性脳 
病変による運 
動機能障害 
　   上肢機能 
　   移動機能 
 

身体障害者手帳の級区分 
1級・2級・3級・4級の1 
2級・3級 
3級 
3級［咽頭摘出による音声 
機能障害がある場合に限 
る］ 
1級・2級の1・2級の2 
 
1級～6級 
（3級の2・3級の3・4級 
     ～6級）

 
 
 
1級・2級・3級（5級）

 
 
 
 
1級・3級 
 
 
 
1級・2級・3級 
 
上肢機能… 
　1級及び2級（－上肢の 
　みに運動機能障害があ 
　る場合を除く） 
移動機能… 
　1級から6級までの各級 

      戦傷病者手帳の区分 
 
特別項症から第4項症 
 
特別項症から第2項症まで 
［咽頭摘出による音声機能 
障害がある場合に限る］ 
特別項症から第3項症まで 
特別項症から第6項症まで 
（第4項症から第6項症まで） 
第1款症から第3款症まで 
（第1項症から第3項症まで） 
特別項症から第6項症まで 
（第5項症・第6項症まで） 
第1款症から第3款症まで 
（第1項症から第3款症まで） 
 
 
特別項症から第3項症まで 

【問】役場　町民税係   � 42-1030  有線 2-5422

【問】役場　福祉係（丸子ふれあいステーション内）   � 42-1118　有線 2-4474
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増え続ける医療費に歯止めをかけるべく、 
国保加入者みなさんのご協力が引き続き大切です。 

　国保会計は、その年に必要とされる医療費を国県町などの補助金 

と加入者（被保険者）が納める国保税でまかなっています。 

　平成13年度に国保税のあん分率の改定を行ない、不足の事態は 

まぬかれましたが、このまま医療費が増えますと常に国保税率の引き 

上げをお願いしていかなければなりません。 

みんなの国保� 

国保加入者と医療費の推移 

10,000 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

0

35億円 

30億円 

25億円 

20億円 

15億円 

10億円 

5億円 

25億2163万円 

27億3966万円 
29億9482万円 

31億7742万円 31億9770万円 
33億2361万円 

〈医療費〉 〈被保険者〉 
人 

8 9 10 11 12 13 〈年度〉 

※平成13年度は見込数字 

医療費が増えると国保税の値上げ 

国保税あん分率の改定から1年 

1  日頃の健康管理につとめる 

2  人間ドック等で早期発見・早期治療 
　 （補助金1人15,000円あり） 

3  国保税の納期限内納入を 

4  国保税は安全便利な口座振替を 

次のことにご理解とご協力を 

7,360人 7,452人 7,703人 7,980人 8,253人 8,585人 7,360人 7,452人 7,703人 7,980人 8,253人 8,585人 

お問い合わせは　生活課　国保年金係 　�42-1053　有線 2-4493
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　国民年金は、長い老後の生活を経済的に支える柱として高齢者生活になくてはならないものになって

います。 

　高齢になった親を子供たちが支え、その子供が高齢になったらまたその子供が支えていく。こうした

親子の関係と同じように、世代と世代の支え合いで成り立っているのが年金制度です。若い時に納めた

年金の保険料は、将来の安心となって帰ってきます。 

　また、国民年金はこれだけではなく、万一の事故や病気などで障害者になったときや、一家の大黒柱

に先立たれたときにも年金が支給され、そんな時の生活を応援します。 

　大学、専門学校、各種学校に在学する学生には､学生専用の保険料免除制度があります。今年から新た

に夜間、定時制、通信制の学生も対象になりました。 

 この学生納付免除の承認を受けるには、申請が必要です。申請によって保険料の支払が猶予される仕組

みになっています。手続きは、住民登録をしている市町村の窓口で行います。 

　学生納付特例期間中の事故や病気による障害であれば、保険料を納めていなくても、障害の程度に応

じて障害基礎年金が受けられます。申請が遅れたり、忘れたり

すると、不慮の事故などで障害者になった場合、障害基礎年金

が受けられなくなることがあります。 

　納付特例は在学中に限られ、納めなかった保険料は、10年以

内であればさかのぼって納めること（追納）ができます。これ

により将来は、満額の老齢基礎年金が受けられます。納めなか

った場合は、老齢基礎年金の金額には反映されない期間となり

ます。 

　病気や失業、事業不振などいろいろな事情で、保険料を納めるのが困難な方のための保険料免除制度

があります。これまでの全額免除に加えて、今年から新たに半額免除が始まりました。国民年金の保険

料は徐々に引き上げられ、負担能力に応じた対応ができなくなってきました。負担能力への配慮をきめ

細やかに行なうための制度です。このため全額免除は今までより基準が厳しくなりました。 

　免除期間は、10年以内であればさかのぼって納めること（追納）ができます。納めなかった場合は、

納めたときの3分の1の金額（全額免除の場合）が受けられます。半額免除の方が免除された額を追納し

なかった場合は、納めたときの3分の2の金額が受けられます。 

 夜間・定時制・通信制の学生も対象となりました 

 保険料を納めることが困難な方の一般免除 

学生納
付特例

 

お問い合わせは、役場　生活課　国保年金係（TEL 42-1053）まで 
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　3月16日、丸子町文化会館セレスホールでリレー討論会「地域の
ごみ問題を考える」が行われました。このリレー討論会は、上田広
域連合が主催となってごみの資源化、減量化について討論するもの
で、今回は日本テレビディレクターの荻原弘子氏を講師に「ごみか

ら日本が見えてきた」と題して講演会も行わ
れました。 
　また、討論会終了後には、参加者に丸子町
役場で使用しているリサイクルトイレットペ
ーパーとリサイクル買い物袋が配られました。 

　 
3月28日から4月14日まで音楽村ですいせ
ん祭りが開かれ、多くの観光客でにぎわい

ました。音楽村の南斜面を鮮やかな黄色に染めあげたすいせ
んは約1万株。例年だと4月の中旬ぐらいが見ごろですが、今
年はとても温暖な気候が続いたためこの時期に満開となりま
した。また、7日にはすいせんの花びらを使った花びら染めの
体験教室も行われ、ハーモニースクールの草木染め教室を卒
業した方々が先生になって、遠くからきた観光客に色鮮やか
な黄色のハンカチの染め方を教えていました。 

 

　4月6日から10日間の日程で春の全国交通安全運動が実
施され、初日にあたる6日には依田窪管内で丸子警察署
や依田窪交通安全協会ほか依田窪4町村の車の昼間点灯
を実施している事業所などが参加して、交通安全をアピ
ールするパレードが行われました。丸子管内では、今年
に入ってすでに3件の死亡事故が発生しており、この日
はパレードを通じて地域の交通安全意識の高揚と事故防
止をを呼びかけました。パレードに先立ち、信州まるこ
太鼓保存会の皆さんによる演奏も披露されました。 

4月7日、丸子町営総合体育館では恒例となっている
依田川オープン卓球選手権大会が開催され、東信地
区だけでなく、坂城、須坂、松本、諏訪などからも
多くの選手が参加し、熱戦を繰り広げました。 
　今年は団体男子17チーム、女子11チームの男女あ
わせて約150名の選手が参加し、その腕を競いました。
ゲームは、11本先取の5セットマッチで行われ、下
は小学生から上は70歳代の方々が体育館に球のはね
る軽快な音を響かせていました。 

　3月24日、丸子町文化会館セレスホールでは今年で
7回目になる第4子供劇団春休み公演が開催されました。
第4子供劇団は丸子町をはじめ、上田市や長門町の小
学生から高校生までの42名の子供たちで構成される劇
団で、毎月第4土曜日に練習をしてきました。この日は、
「きつねのおきゃくさま」、「時代劇"江戸物語"」、「探
偵団」の3本立て。「時代劇"江戸物語"」では、子供た
ちが自ら作った脚本で演じ、のびのびと楽しみながら
演じる姿に観客も惜しみない拍手を送っていました。 

　4月6日この春オープンするカネボウ跡地北側の公園、「丸
子ベルパーク」にまるこ花と緑の会の皆さんによりパンジー
とあやめの苗が植えられました。この日植えられたのは、3
色のパンジーが1600株、あやめは坂井の横山信男さんが大
切に育てたもので車2台分。約30名の方々が手分けして苗を
大切に植えていました。昨年同会の方々が植えたチューリッ
プとスイセンは丈が20センチメートルほどになり、スイセ
ンは花が咲き始めていました。なお、4月13日に行われた丸
子ベルパーク開園記念式典の模様は、次号でお伝えします。 

　3月22日、町の障害者共同作業所「とんぼはうす」で、
アルミ缶回収協力者表彰の授与式が行われました。こ
れは、とんぼハウスのこれまでのリサイクルのための
アルミ缶回収の実績が評価されたもので、今年は全国
で71件の表彰があり、県内ではとんぼハウスが選ばれ
ました。この日はアルミ缶リサイクル協会の関係者か
らとんぼハウスのみなさんに表彰状と記念品が贈られ、
とんぼハウスからはプレゼントとして同協会に木工製
品が贈られました。 

～とんぼハウスがアルミ缶リサイクル協会から表彰～ ～信州国際音楽村ですいせん祭り～ 

～第4子供劇団　春休み第7回公演～ 

 

～セレスホールで地域のごみ問題を考える～ ～第16回依田川オープン卓球選手権大会～ 

～丸子ベルパークに植栽～ ～平成14年春の交通安全運動～ 
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　町内の幼稚園・保育園では、未就園児とその保護者を対象

とした、「幼稚園・保育園開放」を行っています。"これか

ら幼稚園・保育園に子供を通わせたいけど、幼稚園・保育園

ってどんな所だろう"、そんな悩みや不安をお持ちの保護者

の皆さん、この機会にぜひお子さんと一緒に身近な幼稚園・

保育園の行事をのぞいてみませんか。 

 

　これらの催しは、地区を問わずどこの園でも参加

できますので、都合のつく場所へお気軽にお出かけ

ください。 

　詳しい内容は、各保育園・幼稚園にお問い合わせ

ください。 

●各行事に参加される場合は、それぞれの園の　

　指示にしたがって、けがや事故などがないように、

　お子さんから目を離さないようお願いします。 

●日程に関しては変更になる場合があります。 

●このほかに育児相談も行っていますので各園に

　お問い合わせください。 

 

 ※観劇について 

内容（全園同じ内容） 

　劇団　貝の火　人形劇「おしょうさんとこぼうず」 

　ペープサート「かさじぞう」 

注 意 事 項 

★おいでおいで（幼稚園開放） 
　5月17日（金）　9：00～11：00 
　6月12日（水）　9：00～11：00 
　10月9日（水）　9：00～11：00 
★運動会　　9月28日（土） 

�42-2237

★ピヨピヨクラブ（幼稚園開放） 
　6月18日（火）　9：30～11：00 
　10月25日（金）　9：30～11：00 
★夏まつり　　7月12日（金） 
★運動会　　9月28日（土） 

�35-0652

★一緒に遊ぼう 
　5月30日（木）　観劇　10：00～ 
　7月  5日（金）　9：30～11：00 
　10月10日（木）　9：30～11：00 
★運動会　　9月21日（土） 

�44-2200
★チビッコランド（保育園開放） 
　5月30日（木）　観劇　15：00～ 
　6月5日（水）　9：30～11：00 
　7月11日（木）　9：30～11：00 
★夏まつり　　7月31日（水） 
★運動会　　9月28日（土） 

�42-2217
★元気っ子あつまれ（保育園開放） 
　5月28日（火）　観劇　10：00～ 
　6月6日（木）　9：30～11：00 
　7月11日（木）　9：30～11：00 
　8月8日（木）　9：30～11：00 
★夏まつり　　7月23日（火） 
★運動会　　9月28日（土） 

�42-2423

★なかよしランド（保育園開放） 
　5月29日（水）　観劇 15：00～ 
　6月5日（水）　9：30～11：00 
　8月7日（水）　9：30～11：00 
　10月25日（金）　9：30～11：00 
★夏まつり　　7月12日（金） 
★運動会　　9月28日（土） 

�42-2183

★キッズランド（保育園開放） 
　5月27日（月）　観劇　10：00～ 
　8月7日（水）　9：30～11：00 
　9月4日（水）　9：30～11：00 
　11月6日（水）　9：30～11：00 
★夏まつり　　7月12日（金） 
★運動会　　9月28日（土） 

�35-0034

★ながせランド（保育園開放） 
　5月27日（月）　観劇　15：00～ 
　6月19日（水）　9：30～11：00 
　10月17日（木）　9：30～11：00 
　11月13日（水）　9：30～11：00 
★わくわくまつり　　7月11日（木） 
★運動会　　9月28日（土） 

�42-2401

★元気っ子よっといで（保育園開放） 
　5月29日（水）　観劇　10：00～ 
　7月18日（木）　9：30～11：00 
　8月29日（木）　9：30～11：00 
　10月25日（金）　9：30～11：00 
★夏まつり　　7月12日（金） 
★運動会　　9月28日（土） 

�42-2644
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毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。 
【申込・問】役場企画課 情報係　TEL42-1011

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
5月の内容［いっしょに考えてみませんか   市町村合併］ 

◆
役
場
企
画
課
に 

　
　
　
合
併
対
策
室
を
発
足 

 

　
役
場
で
は
、
四
月
一
日
付
の
機
構
改
革

で
企
画
課
内
に
合
併
対
策
室
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
町
で
は
昨
年
十
月
に
役
場
職
員

で
構
成
す
る
「
市
町
村
合
併
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
、
ま
た
、
町
議
会
に
お
い
て
も

今
年
一
月
に
「
合
併
問
題
研
究
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
市
町
村
合
併
に
関
す
る
研

究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
発
足
し
た
合
併
対
策
室
で
は
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
地
域
の
将
来
を
見
据

え
た
議
論
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市

町
村
合
併
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
合
併
に
関
す
る
地
域
懇

談
会
を
五
月
上
旬
か
ら
町
内
各
地
域
に
て

開
催
す
る
予
定
で
す
。 

【
問
】役
場 

合
併
対
策
室（
企
画
課
内
）　   

　
　
�
四
二
｜
一
〇
四
一
　
有
線 

二
四
五
一
〇 

 

◆
児
童
手
当
の『
現
況
届
』を 

　
　
　
　
提
出
し
て
く
だ
さ
い 

 

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
就
学
前
特
例

給
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
六
月
に

「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
の
養
育
状
況
を

確
認
し
、
六
月
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
手
続
き
で

す
。「
現
況
届
」の
用
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
添
付
書
類
と

一
緒
に
六
月
二
八
日（
金
）ま
で
に
福
祉
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
六
月

十
日
頃
に
送
り
ま
す
） 

●
児
童
手
当
や
特
例
給
付
・
就
学
前
特

例
給
付
を
受
け
ら
れ
る
方
は
… 

　
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
で
、
前
年
の
所
得
（
一
月
か
ら
五

月
ま
で
の
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
の
所
得
）

が
一
定
の
額
未
満
の
場
合
に
受
け
ら
れ
ま

す
。 

●
児
童
手
当
の
額
は
… 

　
第
一
子
・
第
二
子
に
は
月
額
各
五
千
円
、

第
三
子
以
降
は
一
人
に
つ
き
月
額
一
万
円

が
二
月
・
六
月
・
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
給

さ
れ
ま
す
。 

●
請
求
方
法
は
… 

　
受
給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
児

童
手
当
認
定
請
求
書
を
福
祉
係
（
公
務
員

の
方
は
勤
務
先
）
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
手
当
の
支
給
は
認
定
請

求
の
翌
月
分
か
ら
で
す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て

の
認
定
は
で
き
ま
せ
ん
。 

【
問
】役
場 

保
健
福
祉
課 

福
祉
係 

　
（
丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
） 
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●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 『丸子町行政情報番組』 

�受付時間：午後1：00～1：15 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

5月10日（金） 
5月31日（金） 
5月17日（金） 
5月  2日（木） 
5月24日（金） 

平成13年12月6日～14年1月5日生 
平成13年7月生 
平成12年11月生 
平成12年4月生 
平成11年4月生 

実施日 時　間 対　象　者 

5月7日（火） 受付：午前10：00～10：30 
実施：午前10：30～12：00 平成13年4月・5月生 

実施日 時　間 場　所 
5月30日（木） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

�受付時間：午後1：00～2：00 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・予診票 

種　類 実施日 対　象　者 
ポリオ1回目 
ポリオ1回目 

5月15日（水） 
5月16日（木） 

平成13年7月～9月生 
平成13年10月～12月生 

�事前に申込みが必要 

教室名 と　き 対　象　者 

かるがも教室 
� 5月18日（土） 
� 5月30日（木） 

これから赤ちゃんを迎える夫

保健センター 
�42-1117　有線2-4483

お問い合わせ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

   1日　年度始め式 
   2日　保育園・幼稚園入園式 
   3日　中学校入学式 
   4日　小学校入学式 
   7日　消防団辞令交付 
 13日　「丸子ベルパーク」開園 

   3日　少年野球開幕式 
   5日　町制施行90周年記念少年野球教室 
 11日　町長杯中学野球大会 
 12日　早起き野球開幕式 
 　　 　ソフトボール開幕式 

5月は  河川美化月間 
   3日　憲法記念日 
   5日　こどもの日 
   8日　世界赤十字デー 
 12日　看護の日 
 　　　 母の日 
 30日　消費者の日 
 31日　世界禁煙デー 

 
 
　町では、このほど、丸子中央小学校校庭及び丸子北部グランド内に
避難地標識を設置しました。この避難地標識とは、地震等の大きな災
害が発生した場合に地域の皆さんが一時待避を
する場所である避難地を知っておいていただく
ため設置したものです。町内には、15カ所の屋
外のグランド等が避難地に指定されており、今
後計画的に標識を設置してまいりますが、いざ
という時に備えて、自分の住んでいる地域の避
難地、避難所等の確認を心掛けておきましょう。 
【問】丸子消防防災課　�42-0119 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
　平成13年度の対象事業として郷仕川原地区農業用用排水路改修工事
が行われました。 
  
 
　これまでは心の病気にかかった場合、病気への治療に対する支援が中
心に行われており、相談窓口も保健所を中心に行われてきました。 
　しかし、病気による後遺症のため、日常生活や就職が困難になるな
どの場合もあり、社会復帰や社会経済活動を含めた福祉施策の必要性
が叫ばれるようになりました。 
　そこで、一部の事務が保健所から市町村に移されることに決まり、
平成14年4月から実施されることになりました。 
（市町村が窓口となるもの） 
 　●精神福祉手帳の申請　　●通院医療費公費負担の申請 
 　●福祉サービスの利用についての相談、助言､斡旋、調整のうち市 
　　 町村を中心に実施できる福祉サービス  
  
  
  
 
 
　これらの制度の移行に伴い、丸子町では現在精神障害者ホームヘルプ
サービスなどの、各種福祉サービスの充実に向けた検討を行っています。 
　今後は、現在実施されている精神障害者デイケア、家族会などを含
めて保健福祉課、福祉係が窓口になります。詳しくは福祉係にお問い
合わせ下さい。 
【問】役場　保健福祉課　福祉係　�42-1118　有線24474 
  
 

町内の避難所に標識を設置 

平成13年度における情報公開の実施状況 

役立っています水力発電施設周辺地域交付金 

4月から精神保健福祉に関する制度が一部市町村に移りました。 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

心の病気を持つ仲間が集まり、ゆっくり語り合った 
り、料理やスポーツなどして、社会復帰をめざします 

心の病気を持つ人の家族が集まり、病気について 
勉強したり、悩みを話し合います 

内　　　容 事業名 実施回数 5月の予定 

月 2回 

年 5回 

5月1日（水）13：30～15：30
5月29日（水）10：00～12：00

6月に実施予定 

デイケア 

家族会 

4月号5ページの一般会計から特別会計へ繰り越し金の表の中で表記に誤り 
がありました。正しくは、△4.4→4.4 です。おわびして訂正いたします。 

訂
正 

平成12年度町長交際費 
航空測量に関しての過去5年間の委託先、委託内容及び事業費 
開発行為に伴う公共施設の管理土地の帰属に関する協議書 
町営住宅の場所、面積（戸当り）又は間取り及び家賃 
平成13年度基準財政需要額の算定基礎数値 

請　求　の　内　容 実施機関 件数 決 定 状 況 
1 
1 
1 
1 
1 
5

一部公開 
公　　開 
公　　開 
公　　開 
公　　開 

町　長 
町　長 
町　長 
町　長 
町　長 

合　　計（請求者数5） 

平成13年度における個人情報保護制度の運用状況 
�個 人 情 報 取 扱 事 務 登 録 簿 の 登 録 件 数 　　219 
�公開、訂正及び削除請求並びに是正の申出件数　　   0

�苦情処理件数　　0 
�苦情相談件数　　0
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　今回ご紹介する桜井さんは、4月1日付で役
場の総務課庶務係に配属されました。 
 　「覚えなければいけないことがたくさんあ
って、毎日が緊張です」 
　"役場での仕事の感想は"という問いに笑顔で
そう答えてくれました。 
　桜井さんは下丸子の出身で、今年3月までは
大学生でした。大学では、女性の労働問題など
を学びました。中学・高校時代には吹奏楽部に
所属し、東海大会に出場したこともあるそうです。 

　「目標は、はやく仕事をちゃんと覚えること」と話す桜井さん。インタビューをしたと
きは、辞令をもらってからまだ間もないということもあり、まだまだ堅さが残っていまし
たが、持ち前の穏やかさと前向きな姿勢は、きっと町民の皆さんにも親しんでいただける
と思います。 

　
水
道
事
業
の
予
算
は
、
水
を
届
け

る
た
め
の
費
用
と
、
施
設
整
備
等
の

費
用
の
二
本
立
て
で
で
き
て
い
ま
す
。 

　
水
を
届
け
る
た
め
の
費
用
は
、
五

億
八
千
七
百
万
余
の
収
入
と
五
億
六

千
六
百
万
余
の
支
出
を
見
込
み
ま
し
た
。

最
大
の
収
入
は
水
道
料
金
で
、支
出
で

は
浄
水
場
の
維
持
管
理
、
配
水
管
・

配
水
池
の
維
持
管
理
、
料
金
の
徴
収

や
事
業
運
営
に
係
る
経
費
な
ど
が
か

か
り
ま
す
。
予
定
で
は
二
千
百
万
余

の
黒
字
を
見
込
み
ま
す
。 

　
次
に
施
設
整
備
の
た
め
の
費
用
は
、

二
億
五
千
万
余
の
収
入
と
、
五
億
百

万
余
の
支
出
を
見
込
み
ま
し
た
。
差

額
は
積
立
金
の
取
り
く
ず
し
な
ど
で

補
て
ん
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
支

出
の
主
な
も
の
は
、
古
く
な
っ
た
石

綿
管
の
更
新
事
業（
平
成
十
八
年
度
か

ら
国
庫
補
助
金
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
早
め
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
）や
、

鹿
教
湯
浄
水
場
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム

の
更
新
事
業
な
ど
で
、工
事
は
必
要
最

低
限
に
な
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
ま
す
。 

新
年
度
水
道
事
業
の
計
画
と
予
算
の
あ
ら
ま
し 
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　今年度、丸子町役場では4人の新人職員を採
用しました。そこで今月は桜井亜希子さんを
ご紹介します。 

桜井亜希子さん（22歳） 

安定供給を図るための施設づくりの収入と支出 

水を届けるための収入と支出 
減価償却費 
1億4,120万2千円 水道料金 

5億1,577万4千円 
水を造って送る経費 
1億1,997万6千円 

借入金の利息 
1億331万8千円 

人件費等 
9,676万5千円 

受託工事費 
4,577万3千円 

事務経費等 
3,262万8千円 

浄水場、配水管や 
下水に伴う改良工事等 
3億9,653万1千円 

借入金の返済 
1億488万2千円 

その他  2,643万7千円 

他会計補助金 959万7千円 

受託工事収益 4,754万7千円 

その他 1,465万9千円 
黒字分 

2,147万8千円 

支出 

5億6,609万9千円 

収入 

5億8,757万7千円 

支出 

5億141万3千円 

収入 

2億5,156万4千円 

積立金等で補てん 
する額 
2億4,984万9千円 

国等からの借入金 1億1,000万円 

工事負担金 
6,159万3千円 

一般会計負担金 
3,422万6千円 

国庫補助金 
2,500万円 

一般会計出費金 
2,074万5千円 

  

町
職
員
人
事
異
動 

 

■
課
長
級 

 ﹇
同
和
対
策
課
長
﹈永
井
敬
好 

 ﹇
水
道
課
長
﹈池
内
昭
一
郎 

■
係
長
級 

﹇
企
画
課
企
画
係
長
兼
合
併
対
策
室
長
﹈ 

　
堀
内
茂
一 

﹇
企
画
課
付（
上
田
地
域
広
域
連
合
へ
派
遣
）﹈

　
伊
藤
正
巳 

﹇
企
画
課
課
付（
合
併
対
策
室
）﹈池
内
信
彦 

﹇
税
務
課
課
付
﹈成
沢
友
次 

﹇
税
務
課
課
付
﹈黒
岩
　
巌 
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保
健
福
祉
課
課
付
﹈牛
越
明
海 

﹇
都
市
整
備
課
課
付
﹈堀
内
保
文 
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下
水
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課
付
﹈倉
又
政
博 
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学
校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
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久
保
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秀
夫 

﹇
学
校
教
育
課
課
付
﹈加
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直
幸 

﹇
東
内
保
育
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長
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本
美
代
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学
校
教
育
課
課
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山
崎
琴
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中
丸
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育
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中
村
敏
江（
東
内
保
育
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倉
沢
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西
内
小
） 

﹇
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
﹈滝
沢
正
幸 

﹇
徳
寿
荘
庶
務
係
長
﹈深
井
　
広 

■
係
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﹇
総
務
課
庶
務
係
﹈桜
井
亜
希
子（
新
規
採
用
） 

﹇
総
務
課
人
事
係
﹈清
水
哲
男
　
鷹
野
昌
恵 

﹇
総
務
課
管
財
係
﹈石
井
　
淳
　
翠
川
和
広 

﹇
企
画
課
企
画
係
﹈小
山
秀
永 

﹇
企
画
課
合
併
対
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室
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山
厚
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﹇
税
務
課
町
民
税
係（
武
石
村
か
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派
遣
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元
和 

﹇
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課
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産
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係
﹈降
旗
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樹 

﹇
保
健
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祉
課
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係
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浩
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村
和
宏 
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保
健
福
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課
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係（
真
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派
遣
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沢
　
博 
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保
健
福
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課
健
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係（
武
石
村
か
ら
派
遣
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児
玉
邦
子 

﹇
生
活
課
町
民
係
﹈矢
嶋
美
奈
子 

﹇
生
活
課
生
活
環
境
係
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春
原
　
茂
　
緑
川
浩
良（
新
規
採
用
） 

﹇
農
林
課
農
村
整
備
係
﹈小
松
弘
俊 

﹇
土
木
課
公
務
係
﹈竹
花
国
雄 

﹇
下
水
道
課
普
及
係
﹈斎
藤
賢
彦 

﹇
会
計
室
﹈高
野
暢
子 

﹇
学
校
教
育
課
幼
児
係
﹈渡
辺
太
輔 

﹇
学
校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
﹈ 

　
工
藤
愛
子
　
鷹
野
和
雄
　
祢
津
と
も
子 

﹇
社
会
教
育
課
体
育
係
﹈深
井
政
慶 

﹇
社
会
教
育
課
文
化
会
館
係
﹈尾
美
清
一 

﹇
消
防
防
災
課
警
防
係
﹈坂
井
信
治 

﹇
総
務
課
付（
県
市
町
村
課
派
遣
）﹈ 

　
小
林
　
穣 

﹇
企
画
課
付（
上
田
地
域
広
域
連
合
へ
派
遣
）﹈ 

　
久
保
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政
博 
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保
健
福
祉
課
付（
上
田
市
へ
派
遣
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土
屋
　
隆 

﹇
税
務
課
付（
東
部
町
へ
派
遣
）﹈滝
沢
宗
雄 

﹇
保
健
福
祉
課
付（
武
石
村
へ
派
遣
）﹈ 

　
生
島
里
美 

﹇
徳
寿
荘
﹈降
旗
美
鈴 

﹇
中
丸
子
保
育
園
﹈ 

　
内
海
純
子
　
中
村
由
香
利（
新
規
採
用
） 

﹇
み
な
み
保
育
園
﹈諸
角
み
ゆ
き（
新
規
採
用
） 

﹇
西
内
保
育
園
﹈梶
村
佳
世 

﹇
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田
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育
園
﹈ 

　
甲
田
美
智
子
　
中
山
敏
江
　
笹
平
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子 

﹇
塩
川
保
育
園
﹈唐
澤
真
紀 

﹇
ち
ぐ
さ
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﹈六
川
由
美
子 

﹇
わ
か
く
さ
幼
稚
園
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内
実
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小
・
中
学
校
　（   

）内
は
前
任 

 

丸
子
中
央
小
学
校 

﹇
教
頭
﹈小
林
由
美
子（
花
田
養
護
） 

﹇
教
諭
﹈富
岡
茂
樹（
神
科
小
） 

﹇
教
諭
﹈江
村
裕
子（
豊
殿
小
） 

﹇
教
諭
﹈宮
入
か
お
る（
南
小
） 

﹇
教
諭
﹈山
川
涼
子（
豊
平
小
） 

﹇
教
諭
﹈大
西
真
希（
天
龍
小
） 

﹇
教
諭
﹈平
林
明
美（
飯
山
小
） 

﹇
教
諭
﹈石
川
隆（
依
田
窪
南
部
中
） 

﹇
教
諭
﹈田
中
直
子 

﹇
講
師
﹈五
十
嵐
一
与 

﹇
講
師
﹈山
宮
富
美（
横
浜
荏
田
南
小
） 

﹇
講
師
﹈高
橋
明
子 

﹇
心
の
相
談
員
﹈芹
沢
文
子 

西
内
小
学
校 

﹇
教
諭
﹈丹
下
満
代（
神
科
小
） 

﹇
講
師
﹈齋
藤
　
史（
東
小
） 

丸
子
北
小
学
校 

﹇
教
諭
﹈齋
藤
百
合
子（
川
辺
小
） 

﹇
教
諭
﹈松
木
浦
子（
豊
殿
小
） 

﹇
教
諭
﹈佐
藤
恵
子（
清
明
小
） 

﹇
教
諭
﹈甘
利
昌
彦（
朝
陽
小
） 

﹇
教
諭
﹈堀
内
　
忍（
小
諸
東
小
） 

﹇
教
諭
﹈松
原
　
豊（
中
塩
田
小
） 

﹇
講
師
﹈窪
田
雅
美（
丸
子
中
央
小
） 

﹇
講
師
﹈小
林
貴
久
子（
北
小
） 

﹇
講
師
﹈中
島
　
剛（
府
中
第
九
小
） 

﹇
講
師
﹈油
井
幸
樹（
塩
川
小
） 

﹇
心
の
相
談
員
﹈斉
藤
孝
夫 

﹇
障
害
児
介
助
員
﹈金
井
克
予 

塩
川
小
学
校 

﹇
校
長
﹈関
　
秀
延（
長
野
ろ
う
学
校
） 

﹇
教
諭
﹈小
野
沢
昌
盛（
川
辺
小
） 

﹇
教
諭
﹈牛
越
明
美（
和
田
中
） 

﹇
教
諭
﹈引
場
友
美（
玉
川
小
） 

﹇
教
諭
﹈中
村
　
哲 

﹇
教
諭
﹈戸
井
田
真
理
子 

﹇
講
師
﹈佐
藤
万
希
子（
南
箕
輪
小
） 

﹇
校
用
技
師
﹈寺
島
晴
夫（
西
内
小
） 

丸
子
中
学
校 

﹇
教
頭
﹈中
島
　
敏（
同
和
教
育
課
） 

﹇
教
諭
﹈林
　
有
子（
上
田
四
中
） 

﹇
事
務
﹈阿
部
節
子（
塩
田
中
） 

﹇
教
諭
﹈岩
月
二
郎（
東
部
高
校
） 

﹇
教
諭
﹈平
沢
　
宏（
依
田
窪
南
部
中
） 

﹇
教
諭
﹈塚
田
　
量（
坂
城
中
） 

﹇
教
諭
﹈浦
野
栄
子（
長
野
東
部
中
） 

﹇
教
諭
﹈柳
沢
勇
志（
三
郷
中
） 

﹇
講
師
﹈沓
掛
綾
子（
青
木
中
） 

﹇
司
書
﹈成
沢
幸
子（
北
中
） 

丸
子
北
中
学
校 

﹇
教
諭
﹈柳
沢
達
夫（
塩
田
中
） 

﹇
教
諭
﹈大
槻
　
肇（
和
田
中
） 

﹇
教
諭
﹈小
須
田
浩
志（
茅
野
東
部
中
） 

﹇
教
諭
﹈畑
陽
子（
坂
城
中
） 

﹇
教
諭
﹈今
井
拓
也（
信
大
付
属
松
本
中
） 

﹇
教
諭
﹈長
谷
義
博 

﹇
教
諭
﹈簾
田
　
幸（
玉
川
小
） 

﹇
教
諭
﹈徳
永
吉
彦（
白
馬
北
小
） 

﹇
教
諭
﹈野
口
久
美
子 

﹇
講
師
﹈今
泉
ハ
ル
エ 

﹇
校
用
技
師
﹈滝
沢
幸
雄（
給
食
セ
ン
タ
ー
） 

﹇
心
の
相
談
員
﹈近
藤
誉
子 

﹇
司
書
﹈小
島
有
香（
農
林
課
） 

  

　
消
防
団
新
役
員 

団
　
　
　
長
　 

上
原
　
栄
一 

副
　
団
　
長
　 

堀
内
　
猛
敏 

本
　
部
　
長
　 

塩
入
　
啓
史 

副 

本 

部 

長 

小
山
　
厚
志 

本 
部 

班 

長 

下
島
　
隆
志 

ラ 
ッ 
パ 

長 

今
井
　
敏
広 

副
ラ
ッ
パ
長 

岩
木
　
孝
男 

第
一
分
団
長 

齋
藤
　
一
生 

副
分
団
長 

竹
花
　
文
博 

第
一
部
長（
鹿
教
湯
） 

生
田
　
淳
一 

第
二
部
長（
高
梨
） 

池
内
　
克
美 

第
三
部
長（
中
村 

桜
井
　
敬
一 

第
四
部
長（
戸
羽
） 

我
山
　
克
巳 

第
二
分
団
長 

草
間
　
達
哉 

副
分
団
長 

佐
藤
　
久
男 

第
五
部
長（
荻
窪
） 

小
林
誠
一
郎 

第
六
部
長（
和
子
） 

小
平
　
　
毅 

第
七
部
長（
下
和
子
） 

岡
崎
　
勝
司 

第
八
部
長（
辰
ノ
口
） 

深
井
　
正
弘 

第
三
分
団
長 

大
野
　
英
雄 

副
分
団
長 

丸
山
　
和
夫 

第
九
部
長（
腰
越
） 

長
張
　
寿
彦 

第
十
部
長（
上
丸
子
） 

柳
沢
　
孝
彦 

第
十
一
部
長（
中
丸
子
） 

掛
川
　
正
幸 

第
十
二
部
長（
下
丸
子
） 

内
田
　
直
樹 

第
四
分
団
長 

清
水
　
晴
雄 

副
分
団
長 

春
原
　
武
彦 

第
十
三
部
長（
御
岳
堂
） 

前
所
　
幸
喜 

第
十
四
部
長（
飯
沼
） 

飯
島
　
照
幸 

第
十
五
部
長（
茂
沢
） 

内
堀
　
武
夫 

第
十
六
部
長（
尾
野
山
） 

政
塚
　
　
薫 

第
五
分
団
長 

川
井
　
正
明 

副
分
団
長 

山
岸
　
誠
司 

第
十
七
部
長（
上
長
瀬
） 

山
岸
　
一
幸 

第
十
八
部
長（
町
組
） 

小
相
　
澤
稔 

第
十
九
部
長（
下
長
瀬
） 

村
松
　
裕
充 

第
六
分
団
長 

金
子
　
和
夫 

副
分
団
長 

堀
内
　
尚
彦 

第
二
十
部
長（
藤
原
田
） 

小
松
　
俊
明 

第
二
十
一
部
長（
南
方
） 

藤
森
　
哲
志 

第
二
十
二
部
長（
坂
井
） 

永
井
　
　
隆 

第
二
十
三
部
長（
狐
塚
） 

上
野
　
和
憲 

第
二
十
四
部
長（
石
井
） 

甲
田
　
敏
和 

第
二
十
五
部
長（
郷
仕
川
原
） 

鷹
野
　
良
彦 
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私
た
ち
の
町
に
は｢

平
和
を
愛
し
、
心
の

ふ
れ
あ
う
町
を
作
り
ま
し
ょ
う｣

と
い
う
町

民
憲
章
が
あ
り
、｢

部
落
完
全
解
放
の
町｣

宣

言
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
六
年
に
は｢

丸
子
町
に
お
け

る
部
落
差
別
撤
廃
と
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

す
こ
と
を
め
ざ
す
条
例｣

が
で
き
そ
の
第
四

条
に｢

町
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
、
生
活
環
境

の
改
善
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、

職
業
の
安
定
、
教
育
文
化
の
向
上
及
び
人
権

擁
護
等
の
施
策
を
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
も
の
と
す
る｣

と
い
う
条
項
が
あ

り
ま
す
。 

　
一
方
、
人
権
教
育･

啓
発
に
関
し
て
は
丸

子
町
で
条
例
の
で
き
た
同
年
の
平
成
六
年
、

国
連
総
会
で
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十

年
」
が
決
議
さ
れ
、
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
、

日
本
政
府
も
平
成
九
年
に
国
内
行
動
計
画
を

策
定
、
平
成
十
一
年
に
は
長
野
県
の
行
動
計

画
が
策
定
さ
れ
、
丸
子
町
の
行
動
計
画
の
策

定
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
国
際
的
な

潮
流
の
中
、
教
育･

啓
発
に
関
す
る
計
画
も

含
め
た
総
合
計
画
の
策
定
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
平
成
十
三
年
の
三
月
、
丸
子
町

町
長
の
諮
問
に
基
づ
い
て
人
権
擁
護
審
議
会

が
中
心
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
の
が
こ
の
総

合
計
画
で
す
。
こ
の
計
画
は
「
第
５
次
丸
子

町
振
興
計
画
」
に
お
け
る
人
権
分
野
の
取
り

組
み
、﹇
豊
か
な
自
然
と
文
化
が
ひ
び
き
あ
い
、

活
力
を
は
ぐ
く
む
人
間
賛
歌
の
ま
ち
丸
子
の

創
造
﹈
を
具
体
化
す
る
た
め
、
生
活
実
態
や

意
識
調
査
を
踏
ま
え
、
必
要
と
さ
れ
る
施
策

に
総
合
的
、
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
む
計
画

で
、教
育･

行
政
運
営
の
基
調
と
な
り
ま
す
。 

　
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降

こ
の
欄
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

　21世紀は人権の世紀と言われていますが、日頃人権を
踏みにじる行為が多く新聞などで報じられています。し
かし私は、仕事などが忙しいと言っては、それらの行為
を見逃してしまうことが多いことを痛感しています。 
　そういった行為の中には、政治の力も大きく関係して
いることに気づきます。狭山事件などの冤罪事件やハン
セン病対策がいまだ不十分であることが、それを物語っ
ているとも言えます。このような事実に対しては、私た
ちは怒りをもって、真実の究明に取り組む必要を強く感
じました。 

「同和問題から人権問題へ」の講演をお聴きして 

　
自
分
の
し
た
こ
と 

丸
子
北
中
学
校 

三
年  

宮
坂
　
真
文 

今
　 

あ
の
子
は
一
人
ぼ
っ
ち 

ど
う
し
よ
う 

声
を
か
け
て
あ
げ
な
く
ち
ゃ 

け
ど
な
ぜ
だ
か
で
き
な
い 

話
せ
る
の
に
　 

笑
わ
す
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
の
に 

自
分
が
い
つ
の
ま
に 

こ
ん
な
や
つ
に
な
っ
た
の
か
と
思
う
と 

腹
が
立
つ 

自
分
の
し
た
こ
と
に 

（
第
二
九
回
人
権
旬
間
作
品
集
よ
り
） 

丸子北中　柳澤　伸一 

【問】社会教育課 人権教育係　� 42－6682　有線 24802
講演する横島先生と聴衆 
　　　依田窪勤労者開放学校共催 

人権セミ
ナー 
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〜
男
女
で
進
め
る
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
〜 

〝
ま
る
こ
女
性
プ
ラ
ン
〞
が
策
定
さ
れ
て
五
年
目
を
迎
え
、
そ
の
間
丸
子
町

は
、
丸
子
町
女
性
行
動
計
画
推
進
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
推
進
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
一
年
間
の
活
動
や
今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

平
成
十
三
年
度 

  

ひ
ろ
が
り
、
深
ま
る
、 

　
　
「
ま
る
こ
女
性
プ
ラ
ン
」 

 

○
主
だ
っ
た
昨
年
の
活
動
に
つ
い
て 

・
ま
る
こ
シ
ル
キ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
〇
一・・・
落
語
家
の
桂
　
文
也

さ
ん
を
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。 

（
参
加
者
二
一
〇
名
・
写
真
中
） 

・
ま
る
こ
女
性
プ
ラ
ン
映
画
会・・・「
ア

ン
ナ
と
王
様
」を
実
施
し
ま
し
た
。 

（
参
加
者
六
六
三
名
） 

・
意
識
調
査
・・・二
〇
歳
以
上
の
町

内
在
住
男
女
二
〇
〇
〇
人
を
対

象
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
つ
い
て
の
町
民
意
識
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。 

（
回
答
者
数
一
〇
二
二
人
、概
要
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。） 

・
第
一
回
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
・・・「
男
女
共
同
参
画
」「
男

女
の
人
権
」「
働
く
女
性
の
現
状

と
法
律
」「
男
女
で
ト
ラ
イ
！
健

康
料
理
」（
写
真
上
）「
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り
」「
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」

（
写
真
下
）を
テ
ー

マ
に
六
回
行
い
ま

し
た
。 

（
参
加
者
二
五
四
名
） 

・
ス
テ
ー
ジ
発
表・・・

「
人
権
と
同
和
教

育
の
集
い
」に
お
い
て
寸
劇
「
介

護
は
誰
の
も
の
」「
男
女
共
同
参

画
っ
て
何
？
」を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

平
成
十
四
年
度 

 

○
本
年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て 

　
平
成
十
四
年
度
も
講
演
会
や

映
画
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
第

二
回
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、

楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
男
女

共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、町
で
は
第
一
次
の
女
性

行
動
計
画「
ま
る
こ
女
性
プ
ラ
ン
」

が
計
画
の
最
後
の
年
と
な
り
ま
す
。

こ
の
計
画
の
課
題
と
成
果
を
踏

ま
え
第
二
次
行
動
計
画
と
し
て「
丸

子
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」の
策

定
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。 

●
主
な
日
程 

六
月
〜
八
月
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
」
全
三
回 

八
月  

ま
る
こ
シ
ル
キ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
二
〇
〇
二（「
町
制
施
行
九
十
周
年

記
念
講
演
会
」と
し
て
他
講
座
と
合
同

開
催
） 

十
一
月
二
十
二
日
�
ま
る
こ
女
性

プ
ラ
ン
映
画
会 

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、広
報
等
で
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。） 

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
社
会
的
、
文
化
的
に
形
成
さ
れ
た
性

別
の
こ
と
。
「
女
（
男
）
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
」
と
い
う
通

念
を
基
礎
に
し
た
男
女
の
区
別
。
「
女
は
家
事
・
育
児
、
や
さ

し
い
、
こ
ま
や
か
」
「
男
は
仕
事
、
強
い
、
責
任
感
が
あ
る
」

な
ど
の
性
別
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
た
見
方
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

バ
イ
ア
ス
と
言
い
ま
す
。 

 

◆
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力 

  

（
D
V:

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
） 

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
女
性
に
向
け
ら
れ
る
暴
力
の
こ
と
。

殴
る
蹴
る
等
の
身
体
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、
言
葉
や
身
振
り
で

恐
怖
感
や
不
安
感
を
植
え
付
け
た
り
妻
の
存
在
を
理
由
な
く
無

視
す
る
な
ど
、
心
理
的
に
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

「
男
性
優
位
・
女
性
従
属
」
の
社
会
構
造
や
習
慣
か
ら
生
じ
る

問
題
と
し
て
、
そ
の
対
応
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◆
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
は
・・・ 

　
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
は
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、

変
革
の
主
体
と
な
る
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
と
は
、
自
分

の
意
識
や
社
会
の
制
度
・
慣
行
の
中
に
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ

イ
ア
ス
を
変
え
つ
つ
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
主
体
的
に
参

画
し
て
い
く
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。 

※このコーナーへの

　ご意見ご感想をお

　待ちしています。 

【宛て先】 

〒386-0404 

丸 子 町 上 丸 子

1488 

丸子町教育委員会 

　TEL 42-3147 

� 
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図書館だより  

問 問 

第
三
十
九
回 

短
歌
の
部
　
近
藤 

良
子 

選 
《
三
位
》 

 

人
の
世
の
憎
し
み
あ
う
を
大
空
の
弁
慶
の
絵
凧
睨
み
か
え
せ
り  

長
　
瀬
　
小
山
　
渥
子 

 

点
ほ
ど
の
シ
ラ
ス
の
視
界
ど
れ
程
か
皿
の
上
な
る
愁
へ
を
見
す
る  

藤
原
田
　
堀
内
さ
ち
江 

 

ふ
い
に
来
て
昼
餉
を
お
ご
る
そ
れ
だ
け
の
言
葉
少
な
な
温
も
り
を
抱
く 

御
岳
堂
　
田
村
　
尚
子 

信州国際音楽村開村15周年記念 
丸子町制施行90周年記念 

みすずかるワールド・ミュージック 

信州ルネッサンスふれあい2002 
　　　～街は、音楽ホール。街は、美術館～ 

 　　　　　　　 

丸子町制施行90周年記念 
丸子町文化会館開館10周年記念 

THE TOKYO SYMPHONY ORCHESTRA 

東京交響楽団コンサート 

6/1（土）・6/2（日） 
6月1日(firstステージ） 
≪ホールこだま≫ 
　メキシコ民族音楽　15：00～ 
≪パノラマステージひびき≫ 
　Jタンゴ　小松亮太＆ザ・タンギスツ　18：00～ 
6月2日（secondステージ） 
≪パノラマステージひびき≫ 
　アローナ・ニジャエ・ローズ・パーカッション・オーケストラ　14：00～ 
≪ホールこだま≫ 
　麗しき筝曲　日本・中国・韓国　名手たちの饗宴　18：00～ 

各コンサート　3,000円（当日500円増し） 
ペア・コンサートチケット　5,000円（当日1,000円増し） 
全コンサート共通チケット　8,000円（当日2,000円増し） 
小中学生共通チケット1,500円（当日500円増し） 
5/1（水）チケット発売開始 
そのほかに　・国際交流フリーマーケット（10：00～） 
　　　　　 　・苗木の無料頒布（6/1  14:00～） 

6月30日（日） 
開場 14：30／開演 15：00 

場　所◆丸子町文化会館 
 　セレスホール 

出　演◆指　揮…現田茂夫 
 ピアノ…仲道祐子 

曲　目◆モーツァルト 
　　　　　：歌劇「魔笛」序曲　　　　 
　　　　チャイコフスキー 
 　：ピアノ協奏曲第1番 
 ベートーヴェン 
 　：交響曲第5番「運命」ほか 

料　金◆一　　般／3,500円 
 高校生以下／2,000円 
 （全席指定） 
 

信州国際音楽村　�42-3436 丸子町文化会館　�42-0001

�東内・西内コース 
　5/1（水）　5/14（火）　5/28（火） 

�腰越・依田コース 
　5/2（木）　5/16（木）　5/30（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　5/7（火）　5/21（火）　6/4（火） 

�塩川・藤原田コース 
　5/9（木）　5/23（木）　6/6（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　5/8（水）　5/22（水）　6/5（水） 

あおぞら号巡回日 ～～～ 

今月の一冊 

信濃絵ごよみ人ごよみ 

著／窪島　誠一郎　 
発行／信濃毎日新聞社 

〈新刊本の紹介〉 

本館  

紅一点主義 林　真理子 

桜さがし 柴田よしき 

レイクサイド 東野　圭吾 

鱗姫 嶽本野ばら 

東京タワ－ 江國　香織 

 

 高森　顯徹 

盲導犬クイ－ルの一生 石黒　謙吾 

凛冽の宙 幸田　真音 

スノウ・グッピ－ 五條　　瑛 

左手首 黒川　博行 

六十五歳の烏帽子登山 滝澤　　準 

清流 金井正遺稿集 金井　　正 

文 藝 春 秋  

集 英 社  

実業之日本社 

小 学 館  

マガジンハウス 

 

1万年堂出版 

文 藝 春 秋  

小 学 館  

光 文 社  

新 潮 社  

（自費出版 寄贈） 

（自費出版 寄贈） 

金子図書館�42－2414 
　休館/月曜・祝日・月末日 

光に向かって123の 
　　　　こころのタネ 

※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができ 
　ます。アドレスは、http://www.echol.gr.jp

指揮　現田茂夫 

ピアノ　仲道祐子 チケット好評発売中 
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町
長
の
生
活
所
感 

★軽自動車税　全期 
★上下水道使用料　2・3月分 
 
 
 
★年金相談 
　5月23日（木）10：00～12：00　13：00～15：00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談 
5月8日（水）   18日（土）   28日（火）  9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階 
�42－0033　内線24821 

★巡回ハローワーク 
　5月17日（金） 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部 
�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★ふれあい相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970

戸
籍
の
窓 
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�� 
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�� 
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�� 
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�� 
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ざ
わ
　
　 

そ
う
　
　 

え
つ 

  

や
　
　   

じ
ま
　
　 

と
ら
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よ
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さ
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ざ
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よ
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い
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し
が
　
　 

ら
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5月の納税 

5月の相談 

納税は便利は口座振替を 

� 

3月 
届出分 
（敬称略） 

　
新
年
度
が
始
ま
っ
た
。
四
月

は
職
員
の
職
場
も
変
わ
る
時
期

で
あ
る
。
例
年
に
比
べ
小
規
模

で
あ
っ
た
が
そ
こ
そ
こ
の
数
の

人
事
異
動
を
行
っ
た
。
人
事
異

動
は
マ
ン
ネ
リ
を
打
破
し
、
職

場
の
活
性
化
と
職
員
の
新
し
い

意
識
を
促
し
、
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
願
っ
て
行

う
も
の
。職
員
に
は
早
く

新
し
い
場
所
に
慣
れ
、
新

し
い
秩
序
と
執
行
体
制
を

整
え
て
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ほ
し

い
。こ
の
四
月
か
ら
一
部

で
は
あ
る
が
、
上
田
地
域

広
域
管
内
他
市
町
村
と
の

職
員
人
事
交
流
が
始
ま
っ

た
。
今
ま
で
も
消
防
署
業

務
で
は
交
流
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
た
び
行
政

全
般
に
広
げ
て
行
う
事
に

な
っ
た
。
広
域
的
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
高
め
、
社

会
の
変
化
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
て
い
こ
う
と
い
う
ね
ら

い
を
も
つ
。町
で
は
四
月
か
ら
役

場
組
織
内
に
合
併
対
策
室
を
設

置
し
た
。
二
十
一
世
紀
の
社
会

を
切
り
開
く
地
域
づ
く
り
と
自

治
体
の
あ
り
方
を
問
う
市
町
村

合
併
の
議
論
が
こ
れ
か
ら
本
格

的
に
始
ま
る
。
広
い
議
論
を
経
て
、

確
固
と
し
た
意
思
に
よ
り
将
来

の
方
向
性
に
責
任
の
持
て
る
判

断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。 

企画課内に合併対策室を設置 
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